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，空間と自然に対する関係














































図表 4　玉村豊男の料理の四面体 1 図表 5　玉村豊男の料理の四面体 2
216 飲食にみる自然と文化の関係　― フランス料理の八角形と日本料理の四角形 ―（福田）
玉村はこの図表に具体的な料理をあてはめ，それらの料理のレシピを解説するだけでなく，図表
から構造上新たに考えうる料理
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